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門真市議会における災害発生時の対応マニュアル【参考資料】 
 
◆ 門真市災害対策本部の設置基準 
 

１ 地震 
 ⑴ 市域で震度５弱以上を観測したとき、又はその可能性があるとき 
  【可能性があるときの例】 
  ア 門真市の震度が不明で、隣接する大阪市、守口市、寝屋川市、四條

畷市、大東市のいずれかが震度５弱以上である場合 
   イ 門真市及び隣接する大阪市、守口市、寝屋川市、四條畷市、大東市

の全ての震度が不明で、大阪府内で震度５弱以上が観測されている場

合 
  ウ 気象庁が「震度５弱以上と考えられるが、現在震度を入手していな

い市町村」として門真市を発表した場合 
 ⑵ その他市長が必要と認めたとき 
 
２ 風水害等 
⑴ 避難勧告・指示の発令基準に達したとき 
⑵ 災害救助法の適用を要する災害が発生したとき 
⑶ 臨時部長会議において、災害対策本部の設置が必要と決定したとき 
⑷ その他市長が必要と認めたとき 

 
 
◆ 参集及び活動時における議員の服装 
 

連絡会議への参集又は居住地域等での活動時においては、原則として貸与し

ている防災服、ヘルメット及び長靴の着用を願います。 
 
 
◆ 安否等の報告方法・・・議員個人から、次の手段により報告を願います。 
 

ＴＥＬ ０６－６９０２－６９７３（議会事務局総務グループ） 
ＦＡＸ ０６－６９０５－７０３１（議会事務局） 
電子メール gikai@city.kadoma.osaka.jp 

mailto:gikai@city.kadoma.osaka.jp�
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災害用伝言ダイヤル

（１７１） 
利 用 方 法 

「１７１」をダイヤルし、利用ガイダンスにしたがって伝

言の録音・再生を行ってください。 
提供開始や録音件数等、提供条件についてはＮＴＴ西日本

で決定し、テレビ・ラジオ等でお知らせします。 
加入電話、公衆電話、ひかり電話（電話サービス）から利

用でき、携帯電話等からの利用は各通信事業者へお問い合わ

せください。 

伝言の録音方法 伝言の再生方法 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイダンスが流れます 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ガイダンスが流れます 

 

 

 

 

 

 

防災無線 市内の各避難所に設置しており、使用の際は、避難

所従事職員の協力を得て、門真市災害対策本部経由で

議会事務局職員に伝えてください。 
 

１ ７ １ にダイヤル 

録音の場合 １ 
 

被災地の方はご自宅の電話番号を 
被災地以外の方は被災地の方の電話番号を 
市外局番からダイヤルしてください。（通話料

金が必要です） 
（ × × × ）× × × ― × × × × 

再生の場合 ２ 

１ ♯ 

録 音（３０秒以内） 
９ ♯ 

再 生 
９ ♯ 

ガイダンスが流れます 

ガイダンスが流れます 


